
 平成２9 年度 第４1 回 全国高等学校ハンドボール選抜大会 

 

戦  評  用  紙  

                                                              あ       

男子 ・女子   1回戦 ・準々決勝 ・準決勝 ・決勝   

 

会場 グリーンアリーナ神戸                    Ａ コート       

7mTC

総得点
チーム名

17
県立湯沢高等学校

8
9

チーム名
総得点

－
－

－大谷高等学校

－

15
16

－

31

 

女子の開幕カードとなった近畿ブロック・京都大谷と東北ブロック・秋田湯沢の対戦。湯沢のスロー 

 

オフで試合開始。互いにチャンスを活かせない展開の中、２分３０秒 湯沢が③番のミドルで先制 

 

するも、大谷もすぐさま③番のカットインで追いつく。その後は湯沢が③番⑦番のミドルシュートが 

大谷①番ＧＫに阻まれ得点できない間に、大谷が逆速攻で加点し、点差を広げた。11分過ぎからは、 

 

湯沢もロングシュートで追い上げ 1点差にせまるが、タイム後の大谷が③番⑤番の連続速攻などで５ 

点を連取し、ゲームの主導権を握った。結局前半は 15－8の 7点差で終了。後半は開始から湯沢ＧＫ 

 

がたびたびの好セーブをみせてふんばるものの、大谷の勢いは止まらず、多彩な攻撃で得点を重ね、 

 

15分には 12点に広がった。湯沢も途中から２－４ＤＦからの積極的な攻撃で応戦しようと試みるが 

 

大谷ＧＫ①番の終始安定した好セーブとＣＰの堅実なディフェンスに阻まれ、点差を詰めることがで。 

きない。最終的には 31－17の 14点差で大谷が開幕戦を快勝し、2回戦へコマを進めた。 

 

                            年   月   日  

試合番号 



 

         記載者氏名                   



 平成２９年度 第４１回 全国高等学校ハンドボール選抜大会 

 

戦  評  用  紙  

                                                               い      

男子 ・女子   １回戦 ・準々決勝 ・準決勝 ・決勝   

 

会場 グリーンアリーナ神戸                    Ｂコート       

7mTC

総得点
チーム名

24
名古屋経済大学市邨高等学校

14
10

チーム名
総得点

－
－

－県立横浜平沼高等学校

－

7
11

－

18

 

神奈川県代表、3 年ぶり 3 回目の出場となる県立横浜平沼高校と、愛知県代表、7 年連続 15 回 

目の出場となる名古屋経済市邨高校の対戦。横浜平沼のスローオフで試合開始。先制点を取ったの 

は、横浜平沼、②岡田のセンターからのミドルシュートが決まる。名経大市邨も速攻ですぐに反 

撃し同点。その後は、スピードにまさる名経大市邨が得点を重ね 6 分 50 秒経過時点で、4 対１。 

横浜平沼はタイムアウトを取るが、流れは変わらず 16 分 23 秒経過時点で 9 対２。たまらず 2 回 

目のタイムアウトを取ると、徐々にペースを取り戻し反撃する。結局、前半は 14 対７名経大市邨 

リードで終了した。 

 後半開始。まず名経大市邨⑧河田がミドルシュートを決める。横浜平沼も必死の DEF で食らいつ 

 

くが、名経大市邨⑲が DEF の枝間からステップシュートを決める。その後も両者譲らず一進一退 

の熱い攻防が続き、18分経過時点で 21 対 15。名経大市邨は徐々に横浜平沼の粘り強い反撃に  

押され気味になるが、序盤の点差のおかげでなんとか 24 対 18 で逃げ切った。 

                            Ｈ30年 3月 24日  

 

                      記載者氏名   正田 慎         

試合番号 



 平成２９年度 第４１回 全国高等学校ハンドボール選抜大会 

 

戦  評  用  紙  

                                                              あ     

男子 ・女子 １ 回戦 ・準々決勝 ・準決勝 ・決勝   

 

会場  神戸市立中央体育館                    コート       

チーム名
総得点

－
－

－県立松山工業

－

11
15

－

26

7mTC

総得点
チーム名

33
高岡向陵

18
15

 

 本大会オープニングを飾る一戦。堅守速攻を特色としたチーム同士の対戦。緊張感の中、どちらが 

先にペースを掴むのかが見どころ。松山工のスローオフで試合開始。高岡№14 七分のロングで先制す 

るも、松山工№3 宮崎の個人技で同点。その後、両チームともミドルシュートで点を取り合うが、ペー 

スを掴んだのは高岡。№11 金岡のパスカットからの速攻を契機に、ＤＦから攻撃への連動が機能。№ 

15 中村がパスカットから一人で持ち込むなど、点差を広げていく。松山工も№2 増田のミドルなどで 

追いすがるが、前半は高岡ペースで終了した。 

後半に入っても高岡のＤＦを崩せず、攻めあぐねる松山工対して、高岡は 3 連続得点で後半も主導権 

渡さない。№11 金岡の高さを生かしたミドル、№10 村藤のサイドシュート等で差を広げていく。松 

山工も№8 土居が得点を重ね、必死で食らいつく。ＤＦから徐々にリズムが出てきた松山工は、№3 宮 

崎が個人技でねじ込むなど差を縮めていくが、要所で高岡が加点。結局点差は縮まらず、高岡が粘る松 

山工を振り切った。 

                          ３０年  ３月 ２４日  

 

         記載者氏名  沖野 勝洋                

試合番号 



平成２９年度 第４１回 全国高等学校ハンドボール選抜大会 

 

戦  評  用  紙  

                                                             男か        

男子 ・女子  １ 回戦 ・準々決勝 ・準決勝 ・決勝   

 

会場     神戸国際大学附属高等学校                        

7mTC

総得点
チーム名

16
國學院栃木高校

5
11

チーム名
総得点

－
－
－興南高校

－

18
10

－

28

 

 第 41回選抜大会の開幕カード。名門興南高校と、強豪ひしめく関東予選を勝ち上がってきた國學院 

栃木の一戦。興南のスローオフ。開始 31秒、7番伊禮のカットインで幸先よく先制。國學院も相手 

のミスからの速攻ですぐさま取り返すも、興南は 17番池間、8番慶田花らの得点で一挙 5連打。リー 

ドを広げる。國學院も TO後、退場者を出した興南に対し 3番永吉のサイドシュート、9番齋藤のミド 

ルなどで食い下がるが、興南 GK西原の好セーブで流れを渡さない。興南は前半 15分 51秒の伊禮の 

 7mTを皮切りに、6番石渡、8番慶田花、17番池間、2番根路銘らで怒涛の 10連打。17分間國學院に 

得点を許さない鉄壁の守りも見せ、18対 5で前半を終える。後半立ち上がり、國學院は 9番齋藤、4 

番舘野で 3連取。流れを掴みたいが興南も 13番新垣、14番宮城らの得点ですぐさま反撃。國學院 7 

番白田の強烈なステップシュート、12番 GK高山の再三の好セーブなどで後半は拮抗した展開。速攻 

などで加点していくが、前半の大量リードを生かし、メンバーを変えながら終始落ち着いたゲーム運 

びを見せた興南が、2回戦へと駒を進めた。 

                          ３０年  ３月２４日  

 

         記載者氏名      山本 紘輝               

試合番号 


